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◆
市
立
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

堀
兼
学
童
保
育
室
が
、
堀
兼
小
学
校
の

中
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う

に
設
置
す
る
の
か
。

Ａ　

新
し
い
学
童
保
育
室
は
、
小
学
校
南
側

校
舎
の
3
階
の
2
教
室
を
使
用
し
、
現
在
よ

り
も
26
㎡
広
く
な
る
。
工
事
は
６
月
頃
着
工

し
、
８
月
末
か
ら
９
月
初
め
に
移
転
す
る
予

定
で
あ
る
。

閉
会
中
の
特
定
事
件
の
審
査

「
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
」

Ｑ　

入
間
小
学
校
の
統
廃
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Ａ　

統
廃
合
の
時
期
は
、
入
曽
駅
東
口
地
区

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
勘
案
し
、
平
成

23
年
4
月
を
目
途
と
す
る
こ
と
が
、
入
間
地

区
統
廃
合
検
討
協
議
会
で
合
意
さ
れ
、
今
年

の
秋
頃
に
統
廃
合
計
画
を
ま
と
め
る
予
定
。

こ
れ
を
受
け
、
市
と
し
て
も
統
廃
合
計
画
を

決
定
し
、
平
成
22
年
度
中
に
具
体
的
な
準
備

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

狭
山
台
地
区
の
小
学
校
統
廃
合
の
内
容

は
。

Ａ　

狭
山
台
地
区
に
学
校
統
廃
合
検
討
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
狭
山
台
北
小
と
狭
山
台
南

小
を
統
合
す
る
こ
と
、
統
合
す
る
学
校
は
通

学
距
離
、
学
校
の
敷
地
、
校
舎
の
規
模
、
中

学
校
と
の
位
置
関
係
な
ど
か
ら
、
現
在
の
狭

山
台
南
小
と
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。

　

統
廃
合
の
時
期
は
、
市
と
し
て
は
狭
山
台

北
小
の
跡
利
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
勘
案
し
、

平
成
22
年
4
月
を
予
定
し
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

「
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の
現
状
に
つ
い

て
」

Ｑ　

狭
山
市
の
学
校
耐
震
化
の
状
況
は
。

Ａ　

平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
の
小
中
学
校

の
耐
震
化
率
は
、
校
舎
が
63
・
8
％
、
体
育

館
が
29
・
6
％
で
あ
る
。

　

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
平
成
23
年
度

ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後

体
育
館
を
平
成
27
年
度
ま
で
に
完
了
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

Ｑ　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
資
材
等
が

高
騰
し
た
場
合
、
契
約
金
額
等
に
変
更
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ　

建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
に
単
価
ス
ラ

イ
ド
と
い
う
条
項
が
あ
る
が
、
今
ま
で
単
価

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
請
負
代
金
の
変
更
を
行
っ

た
事
例
は
な
い
。

Ｑ　

南
小
学
校
と
堀
兼
中
学
校
の
入
札
時
間

が
同
じ
時
間
帯
だ
が
、
両
方
に
入
札
参
加
で

き
る
の
か
。

Ａ　

今
回
は
一
抜
け
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、

工
事
を
同
時
期
に
行
う
た
め
、
最
初
に
行
っ

た
入
札
を
落
札
し
た
業
者
は
、
次
の
入
札
に

は
参
加
で
き
な
い
方
法
を
と
っ
た
。

閉
会
中
特
定
事
件
審
査
・
所
管
事
務
調
査

「
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
」

①
国
の
動
向
に
つ
い
て

②
狭
山
市
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
総

務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
促
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
報
告
書
に
つ
い
て

③
鳩
ヶ
谷
市
「
共
通
基
盤
の
導
入
と
徹
底
し

た
権
限
管
理
に
よ
る
情
報
共
有
の
実
現
」
に

つ
い
て
（
視
察
・
写
真
）

　

以
上
に
つ
い
て
閉
会
中
に
調
査
し
、
委
員

間
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

「
契
約
問
題
に
つ
い
て
」

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
工
事
に
関
し
、

市
が
事
務
を
執
行
す
る
上
で
法
的
根
拠
を
示

さ
な
い
ま
ま
に
数
々
の
事
務
処
理
を
行
っ
て

い
る
こ
と
。
市
が
違
法
行
為
を
行
っ
て
い
る
、

公
金
の
支
出
が
不
適
当
な
の
で
は
な
い
か
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
、
①
落
札
業
者
が
仮
契
約

を
辞
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、
違
約
金
徴
収
・

指
名
停
止
に
し
な
か
っ
た
法
的
根
拠
。
②
施

行
監
理
業
務
を
随
意
契
約
に
よ
っ
て
行
わ
せ

た
法
的
根
拠
。
③
附
帯
工
事
の
発
生
、
随
意

契
約
に
し
た
法
的
根
拠
。
④
性
能
発
注
方
式

に
よ
る
事
務
執
行
の
適
正
さ
。
以
上
４
点
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
指
摘
さ
れ
た
点
に
つ
い
て

は
委
員
の
総
意
と
し
て
、
す
べ
て
問
題
が
な

く
、
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

指定管理者として３年目となる第三児童館

耐
震
補
強
工
事
の

　
　
　
　

早
期
完
了
を
望
む
！

情
報
化
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　

精
力
的
に
調
査

鳩ヶ谷市を視察

（ 6 ）



■■■■ ◆
平
成
20
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

Ｑ　

荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
負
担
金
の
市
の

負
担
率
は
。

Ａ　

こ
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
全
体
事
業

費
の
う
ち
、
国
庫
補
助
金
を
除
く
残
り
を
埼

玉
県
と
流
域
の
10
市
３
町
で
２
分
の
１
ず
つ

負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。
10
市
３
町
の
各
々

の
負
担
率
は
流
入
計
画
量
に
よ
っ
て
決
ま

り
、
狭
山
市
は
12
・
16
％
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
川
越
市
19
・
83
％
、
所
沢
市
19
・
９
％
、

入
間
市
９
・
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
◆
町
の
区
域
の
変
更

Ｑ　

該
当
地
区
住
民
な
ど
に
住
居
表
示
変
更

等
を
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

ま
た
、
該
当
地
区
に
は
俗
に
言
う
飛
び
地
が

あ
る
が
、
登
記
簿
上
の
飛
び
地
の
扱
い
は
ど

う
な
る
の
か
。

Ａ　

周
知
に
つ
い
て
は
、
本
議
案
の
議
決
後
、

住
居
表
示
の
実
施
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
や

各
家
庭
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
飛
び
地
に
つ
い
て
は
、

住
居
表
示
も
登
記
簿
上
も
整
理
さ
れ
解
消
さ

れ
る
。

所
管
事
務
調
査

　

建
設
委
員
会
で
は
、議
案
審
査
終
了
後「
道

路
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
所
管

事
務
調
査
を
行
い
、
総
合
振
興
計
画
実
施
計

画
の
「
道
路
網
の
計
画
的
な
整
備
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
各
路
線
に
つ
い
て
、
担
当
課
か

ら
現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
中
で
は
、「
道
路
整
備
は
、
交
通

事
故
防
止
の
観
点
に
配
慮
す
べ
き
」、「
県
や

国
へ
の
整
備
要
望
と
交
渉
に
は
、
市
と
し
て
、

議
会
も
含
め
、
も
っ
と
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ

る
の
で
は
」
等
、
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
審
査
・
調
査
に
先
立
っ
て
、
道
路

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
は
平
成
19
年
12

月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

５
回
の
委
員
会
と
戸
田
市
へ
議
会
改
革
の
視

察
を
実
施
し
て
き
た
。

　

当
委
員
会
の
設
置
目
的
は
、
狭
山
市
の
行

財
政
改
革
と
議
会
改
革
を
図
り
、
も
っ
て
狭

山
市
み
ず
か
ら
の
選
択
と
責
任
に
基
づ
く
自

立
し
た
市
政
運
営
の
確
立
を
目
指
す
た
め
の

調
査
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
改
革
に
対
す
る
み

ず
か
ら
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
た
め
、
議
会

改
革
を
優
先
し
て
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
議

長
あ
て
に
第
一
次
報
告
書
と
し
て
提
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
政
務
調
査
費
と
行
政
視
察
の
報
告

事
項
の
公
開
、
議
員
の
長
期
欠
席
や
不
祥
事

が
あ
っ
た
場
合
の
報
酬
の
支
給
停
止
、
不
支

給
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
詰
め
て
い
き
、
そ

の
後
、
市
の
行
財
政
改
革
の
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。　

　

５
月
19
日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
稲
荷
山

公
園
基
地
跡
地
（
未
処
分
用
地
・
留
保
地
）

利
用
の
中
間
報
告
、
西
武
池
袋
線
の
掘
割
化
、

平
成
20
年
度
の
補
助
事
業
、
平
成
19
年
度
航

空
機
騒
音
測
定
結
果
の
４
件
に
つ
い
て
執
行

部
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

６
月
４
日
開
催
の
委
員
会
は
、
前
回
報
告

の
あ
っ
た
稲
荷
山
公
園
基
地
跡
地
（
未
処
分

用
地
・
留
保
地
）
利
用
計
画
の
素
案
と
西
武

池
袋
線
の
掘
割
化
の
２
件
に
つ
い
て
執
行
部

よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
内
容
は
、
稲
荷
山
公

園
駅
周
辺
の
米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
た
国
有
地

８
・
５
ha
、
４
箇
所
の
未
処
分
用
地
・
留
保
地

の
具
体
的
な
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
よ

う
に
国
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、
関
係

機
関
と
度
重
な
る
打
合
せ
と
省
庁
へ
の
面
談

等
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
報
告
さ
れ

た
。

ま
た
、
西
武
池
袋
線
の
掘
割
化
に
つ
い
て
は
、

困
難
な
面
も
あ
る
が
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
関
係
省
庁
と
相
談
、
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
８
月
21
日
入
間
基
地
に
Ｐ
Ａ
Ｃ

−

３
の
視
察
の
実
施
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

建

設

委

員

会

上
広
瀬
区
画
整
理
地
内

　
　
　
　
　

住
居
表
示
実
施
へ

道路の現地視察

基
地
対
策
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

稲荷山公園基地跡地
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